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一

　
江
戸
時
代
の
鎖
国
の
代
に
お
け
る
旨
本
入
の
海
上
漂
流
の
物
語
は
、
一
般
に

漂
流
記
と
よ
ば
れ
る
記
録
と
し
て
、
す
く
な
か
ら
ず
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
ら
の
漂
流
記
の
多
く
の
も
の
は
、
明
治
維
辮
以
前
に
お
い
て
は
、

極
め
て
わ
ず
か
な
写
本
と
し
て
秘
蔵
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
従
っ
て
限
ら
れ

た
少
数
の
人
々
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
天
保
七
（
…
八
三
六
）
年
八
月
、
栄
力
丸
に
乗
っ
て
い
た
播
州
浜
田
の
漁
夫

彦
蔵
は
、
相
州
沖
の
難
…
風
に
あ
っ
て
遠
く
太
平
洋
上
に
漂
出
し
た
。
や
が
て
ア

メ
リ
カ
船
に
救
助
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
化
し
て
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
　
（
岩
器
勺
7

寓
津
。
）
と
名
の
っ
た
彦
蔵
が
、
脳
力
年
の
歳
月
の
後
、
タ
ウ
ン
セ
ン
ト
・
ハ
リ

ス
（
弓
O
毒
い
窪
臣
鵠
費
鳳
置
）
　
の
通
訳
富
と
し
て
田
本
に
来
朝
し
た
の
は
、
周
全

の
票
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
の
顛
末
は
、
彦
藏
が
箇
ら
記
し
た
漂
流
記

　
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
彼
の
こ
の
原
書
に
は
、
刊
行
の
年
月
を
記
し
て
い

な
い
け
れ
ど
も
、
多
分
丈
久
三
（
一
八
六
三
）
年
の
自
費
に
よ
る
　
出
版
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
①

う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
彦
蔵
の
漂
流
記
は
、
そ
れ
が
明
治
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一

の
例
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
多
く
の
漂
流
記
は
江
戸
幕
府
の
海
外
知
識
の
普
及

を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
政
策
の
影
響
も
あ
っ
て
、
全
く
刊
行
さ
れ
る
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
鎖
国
の
時
代
に
は
、
漂
流
記
の
多
く
の
も
の
が
昌
筐
底
ま
た
は
文

庫
の
奥
深
く
秘
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
る
に
明
治
以
降
に
至
っ
て
、
響
岩
が
著
し
く
異
っ
て
き
た
。
ま
ず
第
一

に
、
こ
れ
ら
漂
流
記
の
写
本
を
捜
し
求
め
て
、
こ
れ
を
印
刷
に
附
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
は
じ
め
た
。
次
い
で
第
二
に
、
特
定
の
漂
流
記
に
関
す
る
詳
細
な
考
証

を
行
う
も
の
が
あ
ら
わ
れ
た
。
さ
ら
に
第
三
に
は
、
鎖
国
の
時
代
に
お
け
る
海

外
交
渉
の
史
料
、
ま
た
は
こ
の
時
代
に
お
け
る
海
外
知
識
や
海
外
地
誌
の
資
料

と
し
て
、
漂
流
記
の
記
述
を
史
学
並
び
に
地
理
学
の
研
究
に
利
用
す
る
傾
向
を

生
じ
た
。
ま
た
こ
れ
と
は
刷
に
、
漂
流
記
に
素
材
を
求
め
る
と
こ
ろ
の
創
作
が

あ
ら
わ
れ
て
、
漂
流
記
に
対
す
る
関
心
は
、
明
治
以
降
次
第
に
昂
ま
っ
て
き
た

と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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を
羨
華
客
景
欝
し
た
漂
薯
談
全
筆
異
国
漂
流
奇
穐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

潜
…
水
文
片
戸
の
鍵
輕
漂
流
記
、
柴
義
夫
氏
が
衡
養
し
た
南
海
漂
流
謹
、
等
は
第

一
の
部
類
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
漂
流
記
の
集
録
刊
行
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ま
た
亀
井
高
孝
教
授
が
詳
細
な
解
説
を
つ
け
て
出
さ
れ
た
北
閣
議
略
、
園
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
亀
氏
に
よ
る
纏
鞍
漂
流
記
の
研
究
、
ま
た
竹
尾
弍
氏
の
解
説
を
つ
け
た
北
嵯

　
⑦

聞
略
、
等
は
特
定
の
漂
流
記
に
関
す
る
考
証
並
び
に
研
究
と
し
て
、
第
二
の
部

類
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
内
藤
湖
南
博
士
が
、
三
三
漂
流
記
の
記
載
を
も
つ
て
、
臼
本
と
満
洲
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
の
交
通
史
料
と
さ
れ
た
ご
と
き
、
新
村
出
博
士
が
、
北
嵯
聞
略
の
記
述
を
ひ

い
て
掛
勢
漂
民
の
事
蹟
と
題
す
る
論
文
を
か
か
れ
、
鎖
国
時
代
に
お
け
る
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
史
料
と
さ
れ
た
ご
と
き
、
同
じ
漂
流
記
を
資
料
と
し
て
吉

野
作
造
博
士
が
露
国
帰
還
の
漂
二
三
太
夫
と
題
す
る
著
書
を
公
に
さ
れ
た
ご
と

　
⑩

き
は
、
漂
流
記
の
記
載
を
歴
史
研
究
の
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ

た
。
ま
た
鮎
沢
倦
太
郎
博
士
や
岩
根
保
重
氏
は
漂
流
記
の
う
ち
に
は
外
国
地
誌

と
み
な
す
べ
き
部
分
が
あ
る
と
し
て
、
日
本
地
理
学
史
の
座
料
と
さ
れ
た
の
で

　
　
⑪

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
こ
こ
に
い
う
第
三
の
場
合
、
す
な
わ
ち
漂
流
記

を
史
料
ま
た
は
資
料
と
し
て
、
史
学
並
び
に
地
理
学
の
研
究
に
利
用
さ
れ
た
例

で
あ
っ
た
。

　
な
お
別
に
、
井
伏
鱒
二
氏
に
は
小
説
ジ
望
ン
万
次
郎
漂
流
記
及
び
漂
民
宇
三

郎
の
薯
が
あ
り
、
前
者
は
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
直
木
賞
を
、
藁
蕎
は

昭
瀦
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
の
臼
本
芸
術
院
賞
を
う
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

漂
流
記
を
素
材
と
し
て
劇
作
さ
れ
た
小
説
で
あ
っ
た
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
潔
く
秘
め
ら
れ
て
い
た
漂
流
記
は
、
明
治

以
降
よ
う
や
く
明
る
み
に
も
ち
出
さ
れ
、
研
究
の
対
象
ま
た
は
創
作
の
素
材
と

し
て
脚
光
を
あ
び
、
漸
次
人
の
注
目
を
ひ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
①
　
丈
明
源
流
叢
歌
怠
、
第
三
、
緒
雷
二
頁
、
そ
の
他
ア
メ
リ
カ
彦
蔵
薗
叙
伝
、

　
　
ハ
リ
ス
の
碍
本
滞
在
記
者
参
照
。

　
②
石
井
研
堂
氏
、
校
訂
漂
流
奇
談
全
集
（
明
漁
三
十
三
年
、
博
丈
館
）
及

　
　
び
異
瞬
漂
流
奇
諏
集
（
昭
和
二
年
、
福
永
三
篠
）

　
③
清
水
文
雄
氏
、
難
物
漂
流
詑
（
昭
利
十
七
年
、
蘇
陽
堂
）

　
④
　
柴
義
夫
氏
、
南
海
漂
流
諏
（
昭
和
十
八
年
目
双
林
社
）

　
⑤
　
亀
井
高
孝
氏
、
碧
空
三
略
（
昭
和
十
二
年
、
三
秀
社
）

　
⑥
　
園
田
一
亀
氏
、
二
藍
靱
漂
隼
撚
記
の
研
究
（
昭
和
＋
四
年
、
満
鉄
調
査
課
）

　
⑦
竹
尾
弐
氏
、
北
槌
聞
略
（
昭
和
十
八
年
、
武
蔵
野
重
三
）

　
⑨
内
藤
湖
南
博
士
、
煮
出
講
演
集
（
明
治
四
十
年
、
朝
日
新
聞
祉
）
但
し

　
　
こ
の
識
…
演
録
は
、
東
洋
丈
化
史
研
究
（
昭
和
十
一
年
、
弘
丈
堂
）
の
中
に
、

　
　
口
本
・
溝
漁
…
交
通
略
説
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
⑨
新
村
懲
博
士
、
二
二
漂
民
の
事
蹟
（
続
南
蛮
広
記
、
大
正
十
匹
年
、
鴛

　
　
波
書
店
）
所
収
。

　
⑩
　
吉
野
作
造
櫓
貯
士
、
露
［
圃
帰
磯
羅
の
漂
…
疑
幸
太
夫
（
大
正
十
三
年
、
丈
化
生

　
　
活
研
究
会
ゾ
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⑪
　
館
…
沢
信
太
郎
簿
士
、
　
地
理
灘
申
史
の
研
究
　
（
昭
和
二
十
一
盛
年
、
　
雌
臼
書

　
院
）
凛
流
（
昭
和
三
十
…
年
、
至
丈
堂
）

　
岩
根
保
重
氏
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
外
国
地
理
関
係
二
毛
の
概
観
並
に
資

　
料
の
解
川
説
（
地
理
論
叢
、
第
四
輯
）

　
開
國
…
百
焦
・
紀
念
美
化
諦
畢
撃
㎝
会
心
、
鎖
国
時
代
二
本
入
の
鴇
糠
外
「
知
諒
識
（
昭
勲
F

　
二
十
八
年
、
乾
元
社
）
等
参
照
。

二

　
し
か
る
に
他
面
に
お
い
て
、
漂
流
記
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
、
今
臼
な
お
わ

ず
か
な
写
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
れ
も
書
庫
の
奥
深
く
埋
も
れ
て

い
る
も
の
が
な
い
で
も
な
い
。
い
ま
こ
こ
に
と
り
あ
げ
て
若
干
の
解
説
と
考
察

．
と
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
す
る
蕃
談
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
比
較
的
埋
も
れ
た

漂
流
記
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
蕃
談
と
い
え
ど
も
、
従
来
・
全
然
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
住
田
正
一
氏
の
無
毒
大
辞
書
の
漂
流
記
の
項
に
は
、
急

談
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
「
天
保
三
年
奥
州
入
書
写
漂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

流
記
な
り
扁
と
い
う
簡
単
な
説
明
が
加
え
て
あ
る
。
し
か
し
後
に
明
ら
か
に
な

る
よ
う
に
、
こ
の
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
と
い
う
の
も
閥
違
い
で
あ
る
し
、

奥
州
人
と
い
う
の
も
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
露
領
漂
流
記
と
い
う
の
は
、
半
ば
説

賜
．
が
不
足
し
て
い
る
。

　
ま
た
山
下
草
園
山
の
端
本
布
暁
交
流
史
に
は
、
蕃
瀬
騨
な
る
書
物
が
引
用
さ
れ

　
　
②

て
い
る
．
こ
れ
は
尊
経
閣
文
康
本
の
蹴
欝
識
ま
た
は
そ
の
写
本
の
類
か
ら
引
用
さ

れ
た
も
の
か
と
遷
せ
ら
れ
る
が
、
山
下
氏
の
記
述
に
は
前
後
矛
盾
が
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
蕃
諏
の
筆
藩
憂
天
生
と
は
、
幕
末
の
儒
薪
古
賀
謹
堂
が
時
勢
を
は
ば

か
る
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
さ
え
、
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
平
岡
蜷
英
氏
の
著
、
維
薪
前
後
の
日
本
と
ロ
シ
ア
の
な
か
に
も
、
蕃

談
の
記
述
に
よ
っ
た
ら
し
い
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
も
か
な
り
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
③

誤
り
が
見
越
さ
れ
る
。

　
か
よ
う
に
し
て
衝
撞
ま
た
は
蕃
護
は
、
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
認
識
は
誤
り
や
矛
暦
を
ふ
く
ん
で
を
り
、
従
っ
て
十

分
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
私
は
十
か
年
前
に
、
新
…
村
｛
出
博
士
か
ら
京
大
図
書
館
本
蕃
談
三
巻
の
存
在
を

教
え
ら
れ
、
当
時
こ
れ
を
筆
写
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
最
近
に
至

っ
て
、
蕃
談
の
記
述
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
の
二
三
の
史
料
や
記
録
を
、
主
と
し

て
北
陸
に
お
い
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
改
め
て
蕃
談
を
読
み
か
え

し
、
且
つ
そ
れ
ら
の
関
連
史
料
と
と
も
に
若
干
の
考
察
を
煎
え
、
漂
流
記
南
無

の
地
位
に
つ
い
て
も
私
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
順
序

と
し
て
、
最
近
に
至
っ
て
見
嵩
し
た
と
い
う
関
連
塑
料
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に

説
明
し
た
い
と
思
う
。

　
そ
の
一
は
、
時
規
物
語
及
び
、
献
上
の
御
時
規
由
来
並
び
に
用
法
直
覚
と
題
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④

す
る
写
本
で
あ
る
。
と
も
に
加
賀
藩
±
遠
藤
高
説
数
篤
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
現
に
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
す
る
絵
入
り
の
写
本
で
あ
り
、
後
者
は
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
石
井
研
堂
氏
の
異
国
漂
流
奇
諺
集
の
な
か
に
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
卜

者
は
漂
罠
達
が
帰
国
の
後
、
加
賀
藩
に
お
い
て
行
わ
れ
た
取
調
べ
に
際
し
て
つ

く
ら
れ
た
記
録
で
あ
っ
て
、
漂
流
の
経
過
や
帰
國
の
顯
宋
な
ど
を
、
最
も
詳
細

に
記
述
し
て
い
る
。
後
者
は
漂
民
が
帰
国
に
際
し
て
シ
イ
ト
カ
（
も
陰
一
群
p
）
の
領

・
王
か
ら
貰
っ
て
き
た
時
計
を
、
加
賀
藩
主
に
献
上
し
た
経
過
に
つ
い
て
の
記
録

で
あ
る
。
前
者
は
蕃
談
と
全
く
同
一
の
内
容
を
詳
述
し
た
も
の
と
し
て
、
後
者

は
ま
た
蕃
談
の
附
録
的
な
記
述
と
し
て
、
と
も
に
深
い
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ

る
。

　
そ
の
こ
は
、
高
岡
布
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
次
郎
吉
物
語
で
あ
る
。
漂
厩
の

一
入
次
郎
吉
が
、
属
国
の
後
に
物
語
つ
た
と
こ
ろ
を
録
し
た
も
の
で
、
漂
流
の

経
過
や
招
来
し
た
品
物
等
に
つ
い
て
記
し
た
写
本
で
あ
る
。
絵
の
挿
λ
も
な
く
、

時
規
物
語
億
ど
詳
細
で
は
な
い
が
、
蕃
談
の
記
述
と
関
連
し
て
考
察
す
べ
き
内

容
を
も
つ
て
い
る
。
蕃
談
の
は
じ
め
に
褐
げ
ら
れ
て
い
る
流
寓
帰
来
略
述
の
な

か
に
、
　
「
浮
海
中
ノ
顛
辛
ハ
某
生
ノ
詳
記
ア
リ
、
故
二
螢
セ
ズ
。
己
下
皆
此
ノ

例
二
準
ズ
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
の
某
生
の
詳
記
と
い
う
の
は
、
時
財
物
譲

ま
た
は
次
郎
吉
物
語
の
こ
と
を
意
味
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
か
よ
う
に
し
て
次

郎
吉
物
語
は
、
時
艶
物
語
と
と
も
に
、
蕃
談
の
記
述
に
最
も
深
い
関
連
を
も
つ

史
料
で
あ
る
。

　
そ
の
三
は
、
薪
湊
市
新
町
の
近
岡
象
の
文
書
で
あ
る
。
近
岡
家
は
幕
末
の
こ

ろ
、
中
田
慶
七
左
衛
門
と
よ
ば
れ
み
新
町
の
組
合
頭
の
家
で
あ
っ
て
、
こ
の
家

に
所
蔵
す
る
文
書
の
な
か
に
、
漂
屍
の
う
ち
蓬
餅
横
議
左
衛
阿
及
び
中
野
屋
金

蔵
の
婦
国
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
若
干
の
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
．
片

口
屋
七
左
衛
門
の
兄
嫁
、
名
は
む
さ
と
い
う
も
の
が
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）

年
に
七
左
衛
門
の
出
奔
属
を
提
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
天
保
十
四
（
一
八
圏
三
）

年
に
至
っ
て
帰
国
し
た
た
め
、
む
さ
が
不
都
合
の
廉
を
問
わ
れ
て
組
才
許
へ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

預
け
に
な
っ
た
事
婁
や
、
中
華
屋
金
蔵
が
帰
国
の
後
、
籔
の
小
売
人
と
し
て
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

署
し
た
ら
し
い
ご
と
ど
も
が
知
ら
れ
る
。

　
そ
の
四
は
、
富
寓
県
水
橋
町
．
の
水
橋
神
社
に
残
さ
れ
た
石
黒
屋
権
吉
の
奉
納

品
で
あ
る
。
元
来
建
吉
は
、
漂
流
春
で
は
な
い
。
彼
は
幕
末
の
頃
い
わ
ゆ
る
松

前
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
船
頭
で
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
無
屍
逮
が
エ

ト
ロ
フ
島
に
送
還
さ
れ
て
き
た
こ
ろ
、
あ
た
か
も
こ
の
北
海
の
地
に
赴
い
て
お

り
、
民
達
に
肇
国
や
漂
手
拭
な
ど
を
贈
っ
て
そ
の
労
を
な
ぐ
さ
め
、
ま
た
漢
海

申
に
死
亡
し
た
騒
々
の
法
要
を
い
と
な
ん
で
警
提
を
弔
っ
た
人
物
で
み
る
。
こ

の
石
黒
屋
権
吉
が
、
郷
毘
な
る
水
橋
神
社
に
奉
納
し
た
手
洗
鉢
や
絵
馬
額
が
、

い
ま
も
同
社
に
あ
る
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
殊
に
そ
の
絵
罵
額
に
は
、

永
福
丸
と
い
う
い
わ
ゆ
る
千
石
積
の
船
を
は
じ
め
と
し
て
、
権
吉
の
艦
船
が
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
け
っ
て
海
洋
を
航
行
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
て
興
趣
が
あ
る
。

　
①
　
住
臓
正
一
氏
、
海
事
穴
辞
書
、
下
巻
、
二
二
二
三
頁
以
下
。
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②
山
下
草
園
氏
、
ヨ
本
布
唖
交
流
史
（
昭
和
＋
六
年
、
大
東
出
版
社
）
九

　
四
頁
、
　
一
二
五
頁
等
。

③
平
岡
雅
芙
氏
、
維
新
前
後
の
艮
本
と
・
シ
ア
（
昭
和
九
年
、
ナ
ウ
カ
歓
）

④
遠
藤
高
琢
（
一
七
八
四
一
　
八
六
四
）
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
臼
置
謙

　
氏
の
撫
能
郷
土
辞
彙
九
八
頁
参
照
。
ま
た
そ
の
筆
蹟
に
つ
い
て
は
三
上
義

　
夫
氏
の
写
三
新
辮
…
及
び
三
縄
者
出
直
遠
藤
脚
欝
欝
（
史
学
第
五
巻
第
四
号
）
滲
昭
蝋
。

⑤
石
井
研
堂
氏
、
異
国
漂
流
奇
跡
集
、
三
九
二
頁
以
下
。

⑥
近
岡
注
文
誰
に
次
の
よ
う
な
覚
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
口
麗
故
八
兵
衛
後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
さ

⑦
右
敏
八
兵
衛
弟
七
左
衛
門
義
、
天
保
九
年
富
山
木
町
浦
平
四
郎
船
二
乗

　
組
、
異
国
た
漂
流
罷
在
、
此
度
送
り
二
二
処
、
右
七
左
衛
門
先
達
術
走
り

　
人
旨
趣
二
む
さ
心
得
違
凱
購
、
断
書
目
指
上
置
怖
義
、
不
都
合
之
二
二
付
、

　
今
塵
御
郡
所
…
二
三
御
三
一
之
上
、
組
オ
許
、
に
御
重
瓢
ケ
ニ
吉
成
偽
二
付
、
私

　
共
は
御
指
預
ケ
之
段
御
由
・
渡
蘇
畏
申
協
。
何
時
二
而
亀
御
用
次
第
「
召
連
罷

　
繊
可
申
偽
。
依
而
預
り
書
上
二
二
協
。
以
上
。

　
　
天
保
十
四
年
閏
九
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
人
細
胸
含
　
　
諭
闘
光
出
寸
屋
権
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

　
　
当
分
肝
煎
弥
兵
衛
殿

　
　
頭
含
頭
七
左
衛
門
殿

　
　
固
　
　
久
左
衛
門
殿

⑧
中
野
屋
金
蔵
に
関
す
る
も
の
は
、
近
岡
家
丈
轡
の
う
ち
に
数
通
見
禺
さ

　
わ
る
。
そ
の
う
ち
、
藩
永
三
（
｝
八
五
〇
）
年
三
月
の
も
の
に
、
次
の
通

　
リ
認
さ
れ
て
い
る
。

　
中
野
鼠
勘
右
衛
門
弟
金
蔵
、
興
國
漂
流
人
之
処
、
夫
々
御
門
義
之
上
、
御

　
引
渡
之
拗
、
是
迄
之
舟
稼
御
三
留
、
外
国
等
亀
鑑
獅
座
臨
二
付
、
放
生
律

　
響
町
に
お
み
て
御
塩
小
売
人
新
樵
立
御
醸
印
上
気
置
付
、
御
無
用
揚
袈
に

　
御
嵩
　
被
下
協
処
、
元
来
御
塩
小
由
鎚
人
新
橡
立
曲
城
ハ
容
易
之
御
町
…
届
ケ
難
被

　
為
成
義
二
怖
得
平
、
今
度
願
越
無
拠
所
訳
合
二
巴
、
金
蔵
一
代
限
り
御
塩

　
小
磨
聾
入
新
株
立
御
聞
屑
ケ
被
仰
付
、
先
以
難
有
仕
含
二
棄
存
協
。
尤
一
代

　
限
之
壌
備
テ
譲
橡
等
絹
成
不
牢
段
、
御
串
渡
玉
成
、
承
知
仕
申
協
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

⑨
石
黒
屋
権
吉
奉
納
の
手
洗
鉢
に
は
、
正
前
に
広
前
の
二
宇
が
ほ
ら
れ
、

　
側
面
に
嘉
永
五
壬
子
正
月
害
H
、
海
上
安
全
、
石
黒
屋
権
吉
弁
総
船
申
と

　
あ
り
、
裏
面
に
は
永
福
丸
権
吉
、
永
吉
丸
一
五
郎
、
朝
口
丸
権
次
郎
、
安

　
全
量
権
八
、
永
徳
丸
二
七
、
永
順
丸
権
右
衛
門
筆
の
名
が
列
記
さ
れ
て
い

　
る
。
ま
た
井
桁
に
は
、
奉
納
、
海
上
安
全
、
石
黒
魔
権
害
と
ほ
ら
れ
て
い

　
る
。

　
さ
ら
に
水
橋
棘
　
祇
の
拝
殿
に
、
権
吉
繁
紬
…
の
額
が
二
つ
あ
る
。
　
一
つ
に
は

　
蘇
掛
御
宝
前
、
天
保
九
年
戊
三
月
審
詳
鷺
、
三
主
贋
黒
屋
権
害
敬
由
と
あ

　
リ
、
い
ま
一
つ
に
は
奉
鞘
、
慕
永
五
壬
子
年
三
月
二
藍
碍
、
蘇
寄
進
纐
主

　
石
黒
屋
権
吉
敬
白
と
あ
る
。
と
も
に
船
の
絵
で
あ
る
。
ま
た
権
吉
の
墓
は
、

　
水
橋
町
の
墓
地
の
な
か
に
見
繊
さ
わ
る
。

三

　
さ
て
関
連
愛
料
の
解
説
を
以
上
に
と
ど
め
、
蕃
談
そ
の
も
の
に
か
え
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

京
大
本
蕃
談
は
、
上
中
下
の
三
巻
よ
り
な
る
。
上
巻
は
流
寓
婦
来
略
述
に
当
て
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ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
漂
民
の
｝
人
次
郎
吉
の
物
語
る
と
こ
ろ
を
憂
天
生
が

手
録
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
場
所
や
外
国
語
に
つ
い
て
憂
栄
生

自
身
の
見
解
を
さ
し
は
さ
ん
で
い
る
。
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
々
月
の
日
附

を
も
つ
て
、
憂
天
生
が
書
い
た
序
文
に
は
、

　
予
蓬
后
漂
子
荊
蟹
財
五
六
次
。
毎
見
猿
置
上
墨
。
盤
景
葡
録
焉
。
寛
積
抵
三

　
巻
。
命
日
蕃
談
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
書
物
の
成
立
の
由
来
を
の
べ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
序
文
の
な

か
に
、
漂
民
の
説
く
と
こ
ろ
と
洋
学
家
の
説
と
の
間
に
海
入
が
多
く
、
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
新
陳
黒
革
の
差
に
よ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

漂
民
の
話
が
実
徴
の
語
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
蔵
ち
に
信
ず
べ
き
で
は
な
い
。
一

得
…
失
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
、
記
述
内
容
に
つ
い
て
の
評
価
を

も
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
漂
客
次
郎
吉
の
流
寓
談
を
一
通
り
書
き
終
っ
た
後
、
上
巻
の
最
後
に
、

次
郎
吉
の
話
を
き
い
て
得
た
感
想
を
よ
ん
だ
憂
天
生
の
漢
詩
が
の
せ
ら
れ
て
い

る
。
一
例
を
英
国
人
と
題
す
る
す
の
の
一
節
に
と
れ
ば
、

　
　
　
義
々
大
舶
載
雄
兵
。
蚕
食
東
西
事
遠
征
。
云
々

と
あ
っ
て
、
英
国
の
蛮
洋
進
撮
を
う
た
い
、
こ
れ
に
対
す
る
警
戒
を
怠
っ
て
は

な
ら
ぬ
と
う
た
う
の
で
あ
る
。

　
蕃
談
の
中
巻
は
、
天
地
・
入
物
・
習
俗
・
政
教
・
器
…
財
等
の
目
次
を
か
か
げ

て
、
流
寓
各
地
の
珍
し
い
自
然
と
人
交
に
つ
い
て
述
べ
、
下
巻
は
ま
た
、
舟

罎
。
按
術
・
維
載
等
の
儲
次
に
従
っ
て
、
外
国
の
船
舶
や
技
術
に
関
す
る
記
述

に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
蕃
談
の
筆
者
雪
天
生
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
下
巻
の
末
尾

に
つ
け
ら
れ
た
駿
文
に
、

　
蕃
談
三
巻
。
謹
製
古
賀
博
士
。
選
奨
客
話
。
而
一
昨
年
録
。
其
隠
姓
氏
。
署

　
以
憂
天
生
在
。
蓋
以
書
中
所
書
。
頗
渉
時
政
。
葡
有
触
忌
誰
也
。
客
加
州
入
。

　
通
称
次
郎
吉
。
云
々

と
あ
っ
て
、
古
賀
謹
堂
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
駿
文

は
、
嘉
永
甲
寅
の
年
す
な
わ
ち
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
取
梧
主
入
夏
蝉
生
龍

と
い
う
人
に
よ
つ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
襲
梧
主
人
と
は
い
か
な
る
人
物

な
の
か
、
詳
に
し
難
い
。
た
だ
蕃
談
の
う
ち
に
挿
λ
さ
れ
て
い
る
挿
絵
は
、
讐

梧
主
人
の
弟
に
し
て
古
賀
謹
堂
の
門
人
で
あ
る
季
彦
が
錨
い
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
、
駿
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

①
　
蕃
談
は
京
大
本
・
の
他
に
、
晶
剛
記
の
遁
り
簸
V
経
閣
本
ふ
番
号
が
あ
り
、
研
本

　
海
丈
化
展
覧
会
罠
録
に
よ
れ
ば
、
北
山
糠
漏
坦
庁
｝
所
…
蔵
本
・
の
蕃
一
献
が
あ
る
。

②
　
青
賀
謹
堂
（
～
八
工
パ
ー
一
八
八
四
）
は
、
古
賀
精
里
の
孫
。
江
戸
の

　
儒
者
。
そ
の
略
伝
は
、
吉
田
賢
輔
氏
の
か
い
た
の
が
大
口
本
人
名
辞
誹
第

　
二
巻
に
の
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
幕
山
留
の
儒
…
官
で
あ
り
な
が

　
ら
、
ひ
そ
か
に
洋
室
に
も
麗
心
を
竜
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
世
の
製
肘
を

　
う
け
た
こ
と
竜
あ
る
。
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四

　
さ
て
流
寓
帰
来
略
述
並
び
に
次
郎
吉
物
語
等
の
記
述
内
容
に
従
っ
て
こ
の
、

天
保
年
聞
に
お
け
る
漂
民
流
寓
の
次
第
を
略
述
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
の
四
月
、
富
山
の
西
岩
瀬
の
浜
か
ら
一
見
の
船
が

航
路
を
西
に
と
っ
て
出
帆
し
た
。
こ
の
船
は
富
山
の
木
町
．
の
吉
岡
屋
平
四
郎
の

持
点
で
、
船
の
名
は
長
者
丸
。
長
者
丸
に
は
富
山
藩
か
ら
大
阪
へ
の
御
登
米
五

百
石
を
積
ん
で
を
り
、
次
の
人
々
が
乗
り
組
ん
で
い
た
。

平
四
郎

八
左
衛
門

善
　
　
六
（
表

多
三
郎
（
知

次
郎
吉
（
水

六
兵
衛
（
水

七
左
衛
門
（
水

金
　
　
蔵
（
水

善
右
衛
門
（
水

五
三
郎
（
水 （

船
　
　
頭
）
越
中

（
船
親
父
役
）
越
中
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冨
出
木
町

射
水
郡
長
徳
寺
村

小
泊
辺
り

新
川
郡

新
川
郡

射
水
郡

射
水
郡

射
水
郡

富
出
御
領

冨
山
御
領

東
岩
瀬
錯

書
岩
瀬
浦
方

放
生
津
町

放
生
津
新
町

放
生
津
新
町

　
四
方

　
四
方

　
長
者
丸
は
大
阪
で
米
の
陸
揚
げ
を
終
っ
て
か
ら
、
新
潟
向
け
の
荷
を
積
ん
で

六
月
上
旬
に
は
大
阪
を
出
た
。
そ
し
て
新
潟
か
ら
北
海
道
松
前
に
赴
き
、
松
前

か
ら
仙
台
唐
丹
の
港
に
む
か
い
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
松
前
に
帰
ろ
う
と
し
て
、

北
上
航
海
を
続
け
て
い
た
。

　
し
か
る
に
、
長
者
丸
が
金
華
山
の
沖
合
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
天

保
九
（
一
八
三
八
）
年
の
十
一
月
廿
三
日
で
あ
る
が
、
は
げ
し
い
西
風
が
吹
き

募
っ
て
、
数
日
や
ま
な
い
。
乗
組
員
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
船

は
暴
風
に
抗
し
得
ず
し
て
東
方
太
平
洋
の
洋
心
に
む
か
っ
て
耀
き
流
さ
れ
る
。

や
が
て
大
津
波
が
起
り
、
こ
の
た
め
に
船
体
は
う
ち
殿
さ
れ
て
し
ま
う
。
帆
柱

は
い
う
に
及
ば
ず
、
船
台
か
ら
上
は
残
ら
ず
海
中
に
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
有
様

で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
よ
り
数
十
日
に
わ
た
る
太
平
洋
上
の
あ
て
も
な
い
漂
流
が
は
じ
ま
る
。

飲
料
と
食
料
の
不
足
が
、
殿
れ
た
船
体
に
す
が
る
乗
組
員
を
な
や
ま
し
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
絶
望
的
な
精
神
の
苦
悩
が
、
彼
等
を
襲
っ
た
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
。
か
く
て
乗
組
員
中
の
三
名
は
、
遂
に
漂
海
中
に
死
亡
す
る
。

す
な
わ
ち
四
方
の
五
三
郎
は
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
正
月
ご
ろ
、
越
後
の
善

六
と
四
方
の
善
右
衛
門
が
同
じ
年
の
三
月
ご
ろ
、
渇
と
飢
え
と
に
た
お
れ
て
し

ま
う
。
残
さ
れ
た
入
々
は
、
空
し
く
神
仏
の
加
護
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
、

後
日
次
郎
吉
は
告
白
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
し
か
し
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
三
月
十
四
日
頃
に
至
り
、
三
本
帆
柱
を
立

て
た
一
指
の
巨
船
が
、
彼
等
に
近
づ
い
て
く
る
の
が
見
ら
れ
た
。
｝
同
は
ひ
た

す
ら
救
助
を
求
め
、
遂
に
破
損
し
た
長
者
丸
を
去
っ
て
、
こ
の
異
国
船
に
乗
り
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移
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
異
国
舶
に
つ
い
て
次
郎
吉
は
、
イ
ー
ヒ
タ
・
マ
レ
ヵ

イ
・
ナ
ン
タ
ケ
ア
イ
ラ
ン
・
セ
ツ
プ
。
ゼ
ン
ロ
ツ
パ
・
キ
ヤ
フ
ソ
・
ケ
フ
カ
ル

と
い
っ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
東
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ン
タ
ケ
ツ
ト
（
客
§
ε
鋳
3
島

に
属
し
た
ゼ
ン
に
ツ
パ
号
と
い
う
船
、
そ
し
て
そ
の
船
長
の
名
は
ケ
フ
カ
ル
だ

と
い
う
意
味
ら
し
い
。
山
下
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
外
国
船
の
名
は
正
し
く
は
ぜ

ー
ム
ス
・
ド
ー
バ
ー
号
で
あ
り
、
船
長
の
名
は
キ
ヤ
ス
カ
ー
ト
だ
と
い
う
の
で

あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
史
料
に
よ
る
裏
付
け
が
見
嶺
さ
れ
る
ま
で
は
、
暫
く

　
　
　
　
　
　
　
　
②

確
看
を
さ
し
ひ
か
え
た
い
。

　
と
に
か
く
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
救
助
さ
れ
た
一
行
は
、
や
が
て
サ
ン

イ
チ
の
オ
ア
へ
の
ヘ
ド
と
い
う
と
こ
ろ
に
上
陸
す
る
。
サ
ン
イ
チ
の
オ
ア
へ
の

ヘ
ド
と
は
、
今
田
の
ハ
ワ
イ
の
オ
ア
フ
（
O
p
ぎ
）
島
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
ヘ
ッ

ド
（
惣
p
彰
。
挿
◎
踏
o
p
鼻
）
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
多
三
郎
・
八
左

衛
門
・
七
左
衛
門
等
は
、
マ
ウ
イ
（
9
．
9
岳
）
島
の
ワ
イ
へ
（
芝
p
旨
o
o
）
に
上
陸

し
た
の
で
、
オ
ア
フ
島
上
陸
の
平
四
郎
・
金
蔵
・
次
郎
吉
等
も
や
が
て
ハ
ワ
イ

に
集
結
す
る
。
当
時
の
ハ
ワ
イ
は
、
い
ま
だ
ア
メ
リ
カ
領
に
入
っ
て
お
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

カ
メ
ハ
メ
ハ
王
朝
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
｝
行
の
ハ
ワ
イ
蓬
留
は
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
の
七
月
ま
で
、
約
｝

力
年
礼
躍
麗
く
。
こ
の
間
宣
教
師
ベ
ー
ナ
ン
の
世
話
に
な
っ
た
こ
と
、
マ
ウ
イ
島

の
学
校
な
る
も
の
を
見
学
し
た
様
子
、
ワ
イ
へ
の
港
へ
阿
片
戦
争
に
参
加
し
た

フ
ラ
y
ス
の
軍
艦
が
入
港
し
て
き
た
こ
と
な
ど
、
蕃
談
の
物
語
り
は
尽
き
な
い
。

た
だ
船
頭
の
平
照
郎
は
、
病
を
得
て
こ
の
ハ
ワ
イ
滞
在
巾
に
不
帰
の
客
と
な
つ
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

た
こ
と
は
一
岡
に
と
っ
て
も
深
い
悲
し
み
で
あ
っ
た
。
や
が
て
天
保
十
一
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2

八
四
〇
）
年
七
月
、
た
ま
た
ま
ワ
イ
へ
に
寄
港
し
た
イ
ギ
リ
ス
商
船
、
そ
の
船

長
は
キ
ヤ
フ
ン
・
セ
ン
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
便
乗
を
許
さ
れ
た
｝
行

は
、
航
路
を
西
か
ら
北
へ
と
っ
て
、
一
．
旦
は
日
本
列
島
に
近
づ
く
の
で
あ
る
が
、

外
国
船
撃
撰
令
を
出
し
て
い
る
鎖
国
の
日
本
に
上
陸
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り

不
可
能
で
あ
っ
た
。
か
く
て
彼
等
が
連
れ
ゆ
か
れ
た
場
所
は
、
ロ
シ
ア
領
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
東
岸
ウ
ス
ト
・
カ
ム
チ
ヤ
ツ
ク
　
（
頓
い
一
　
H
ハ
P
一
昌
〇
一
戸
P
傍
の
一
ハ
）
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
に
お
け
る
流
寓
は
、
ま
た
約
一
ケ
年
問
に
及
ぶ
。

そ
し
て
こ
の
間
に
お
け
る
見
聞
は
、
兵
営
の
状
況
、
住
居
の
有
様
、
食
事
の
様

子
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
六
月
に
至
り
、

ニ
コ
ラ
イ
。
メ
ツ
ト
ル
ス
号
と
い
う
ロ
シ
ア
船
に
乗
っ
て
、
こ
ん
ど
は
質
バ
ト

カ
岬
の
南
端
を
め
ぐ
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
斜
表
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
（
9
島
。
芭
ハ
）
　
に
赴
く
、
そ
し
て
こ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
お
け
る
流
寓
も
ま

た
約
一
年
問
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
お
け
る
出
来
嘉
と
し
て
、
本
月
す
べ
き
一
事
は
、
彼
等
が
ゴ

ロ
ー
ブ
ニ
ソ
の
州
甥
に
当
る
と
い
う
ペ
ト
ロ
・
イ
ワ
y
ウ
イ
チ
に
会
遁
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ゴ
ロ
ー
ブ
ニ
ン
は
、
か
つ
て
素
本
に
捕
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

高
田
屋
嘉
兵
衛
と
の
交
換
に
よ
っ
て
帰
国
し
て
か
ら
、
日
本
幽
囚
実
記
を
か
い



漂流認蕃談に関する考察（高瀬）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ペ
ト
ロ
・
イ
ワ
ン
ウ
イ
ン
チ
は
、
叔
父
の
ゴ
p

ー
ブ
ニ
ン
が
滞
日
中
、
日
本
人
の
格
別
親
切
な
所
遇
を
う
け
た
と
い
う
の
で
、

そ
の
返
礼
の
些
些
に
お
い
て
心
か
ら
な
る
好
愛
を
町
民
達
に
与
え
る
の
で
あ
っ

た
。

　
天
保
十
三
（
一
八
四
一
一
）
年
の
六
月
、
ロ
シ
ア
船
に
よ
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
を

出
帆
し
た
彼
等
は
、
再
び
ロ
バ
ト
カ
岬
の
南
端
を
通
っ
て
北
太
平
洋
に
出
る
。

そ
し
て
ベ
ー
リ
ン
グ
海
を
東
行
し
て
ア
ラ
ス
カ
の
南
方
シ
イ
ト
カ
（
Q
。
箒
p
）
，
に

連
行
さ
れ
た
。
当
時
ア
ラ
ス
カ
は
な
お
ロ
シ
ア
領
で
あ
っ
て
、
ア
ラ
ス
カ
が
七

二
〇
万
ド
ル
を
以
て
ア
メ
リ
カ
に
あ
が
な
わ
れ
た
の
は
、
彼
等
が
行
っ
て
工
十

五
年
の
後
、
す
な
わ
ち
一
八
六
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
シ
イ
ト
カ
は
、

，
毛
皮
の
取
引
の
さ
か
ん
な
町
で
あ
り
、
ア
ド
フ
カ
ル
ロ
ウ
イ
チ
と
い
う
も
の
が

そ
の
領
主
で
あ
っ
て
、
漂
泣
男
は
こ
の
領
主
か
ら
多
大
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
。

　
や
が
て
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
に
至
り
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
か
ら
日
本
豊
強

を
帰
還
せ
し
む
べ
し
と
い
う
命
令
が
、
ア
ド
フ
カ
ル
ロ
ウ
イ
チ
の
も
と
に
到
着

し
た
の
で
、
三
月
十
日
に
乗
船
、
お
よ
そ
六
十
三
B
間
の
航
海
を
経
て
、
五
月

普
一
二
日
に
エ
ト
p
フ
島
に
帰
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。
別
れ
に
の
ぞ
ん
で
ア
ド
フ

カ
ル
ロ
ウ
イ
チ
は
、
漂
民
達
に
一
箇
の
柱
時
計
を
は
な
む
け
と
し
、
船
長
の
エ

レ
キ
サ
ソ
デ
ル
は
、
銀
の
匙
な
ど
の
記
念
晶
を
贈
っ
て
、
帳
然
と
し
て
離
別
を

惜
し
む
の
で
あ
っ
た
。

　
①
こ
の
年
月
H
に
、
蕃
談
の
記
述
に
よ
っ
た
。
次
郎
吉
物
語
は
、
こ
れ
を

　
四
月
下
旬
と
し
て
い
る
。

②
山
下
草
園
氏
、
日
本
布
．
唖
交
流
史
、
九
四
頁
。

③
吉
森
実
行
氏
、
ハ
ワ
イ
を
回
る
日
米
関
係
史
、
＝
二
頁
参
照
。

④
ゴ
ロ
ー
ブ
ニ
ン
、
H
本
幽
囚
実
記
、
（
明
治
二
十
七
年
、
海
軍
丈
庫
）

　
一
一
責
以
下
。

五

　
帰
国
の
後
馬
民
達
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
最
初
の
一
人
は
、
前
記
の
石
黒
屋
権

吉
で
あ
っ
た
。
倉
出
達
は
や
が
て
江
戸
小
石
川
の
春
日
町
な
る
町
宿
に
送
ら
れ
、

こ
こ
で
当
路
の
き
び
し
い
取
調
べ
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
取
調
べ

が
一
段
落
し
て
一
応
帰
村
を
許
さ
れ
た
の
は
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
十
一

月
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
の
出
で
立
ち
以
来
実

に
八
年
ぶ
り
の
婦
郷
で
あ
っ
た
。
翌
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
再
び
江
戸
に

召
喚
さ
れ
、
最
後
の
取
調
べ
を
う
け
る
こ
と
と
な
る
。
取
調
べ
に
際
し
て
、
異

国
よ
り
も
た
ら
し
た
絵
図
の
類
は
こ
と
ご
と
く
取
上
げ
ら
れ
る
が
、
無
難
の
も

の
は
下
げ
渡
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
至
っ
て
、
よ
う

や
く
取
調
べ
の
す
べ
て
が
落
着
す
る
。
ア
ド
フ
カ
ル
ロ
ウ
イ
チ
が
は
な
む
け
の

柱
時
計
は
、
町
民
達
の
領
主
加
賀
藩
主
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
、
遠
藤
高
環
の
記

録
が
示
す
通
り
で
あ
っ
た
。

　
蕃
談
は
、
嘉
・
氷
二
（
一
八
四
九
）
年
に
か
か
れ
た
古
賀
謹
堂
の
序
文
を
も
つ

て
い
る
。
謹
堂
が
漂
民
次
郎
吉
に
会
見
し
た
の
は
、
漂
民
謡
の
二
度
同
の
江
戸
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滞
在
中
で
あ
っ
て
、
こ
の
会
見
は
ひ
そ
か
に
行
わ
れ
て
五
六
回
に
及
ん
だ
。
そ

し
て
そ
の
聞
き
書
が
蕃
談
三
巻
に
編
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
ね
て
儒
学
の
み

な
ら
ず
、
洋
学
に
も
心
を
よ
せ
て
い
た
謹
堂
と
し
て
は
、
漂
民
の
外
国
見
聞
談

は
是
非
き
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
こ
の
会
見
が
彼
の
洋
学
へ
の
関

心
を
一
層
刺
戟
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
謹
堂
と
し
て
、

次
郎
吉
の
語
る
外
姻
の
地
名
や
人
名
に
参
し
て
自
ら
の
見
解
を
蕃
談
の
中
に
記

入
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
蕃
談
に
記
さ
れ
た
幕
命
の
経
過
等
に
つ
い
て
は
、
以
上
に
と
ど
め
る
こ

と
と
し
、
最
後
に
漂
流
記
と
し
て
の
面
談
に
関
す
る
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み

た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
第
一
の
問
題
は
、
急
談
の
叙
述
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の

漂
流
記
は
、
漂
流
の
方
向
そ
の
他
記
述
の
内
容
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個

の
も
の
を
も
っ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
漂
流
記
の
す
べ
て
を
見
わ

た
し
て
、
そ
の
叙
述
方
法
の
相
違
を
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
型
が

あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
吉
岡
永
美
髪
の
漂
流
船
物
語
の
研
究
は
、
こ
れ
を
甲
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
乙
型
と
に
分
ち
、
か
つ
両
者
の
折
衷
型
と
の
三
種
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
甲

型
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
水
夫
長
平
自
筆
の
漂
流
日
記
の
よ
う
に
、
漂
流
者

自
身
の
記
述
に
な
る
も
の
で
あ
る
、
こ
の
種
の
も
の
は
、
漂
流
申
の
労
苦
の
思

い
…
出
も
生
々
し
く
、
描
写
が
清
新
で
発
露
と
し
て
い
る
が
、
反
面
記
述
者
の
主

観
的
な
誇
張
ぬ
、
思
い
ち
が
い
の
入
る
予
地
が
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
事
実
の
客
観

性
に
と
ぼ
し
い
う
ら
み
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
乙
型
は
、
た
と
え
ば
大
槻
玄
沢
が
編
ん
だ
環
海
異
聞
の
よ
う

に
、
第
三
者
に
よ
っ
て
聞
き
が
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
送
還
さ
れ
る
ま
で
の

異
国
異
聞
の
珍
奇
さ
に
描
写
の
重
点
を
麗
く
も
の
で
あ
る
。
乙
型
は
さ
ら
に
断

片
的
な
奇
談
や
異
聞
を
秩
序
も
な
く
聞
き
書
き
し
た
も
の
と
、
系
統
立
て
て
異

国
の
文
化
を
叙
し
、
文
明
開
化
に
嵜
与
し
よ
う
と
す
る
日
的
意
識
の
明
瞭
な
も

の
と
の
二
種
に
細
…
分
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
一
問
一
答
形
式
を
と
る
も
の

が
あ
惹
だ
け
に
、
の
べ
ら
れ
た
事
実
の
信
懸
性
は
あ
る
程
度
大
き
い
け
れ
ど
も
、

反
面
描
写
の
迫
力
に
欠
け
る
う
ら
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
叙
述
方
法
に
よ
る
分
類
を
、
蕃
談
に
適
用
す
れ
ば
い

か
が
で
あ
ろ
う
か
。
蕃
談
は
古
賀
謹
堂
の
聞
き
書
き
で
あ
り
、
謹
堂
は
学
者
と

て
系
統
立
つ
た
編
纂
方
法
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
明
ら
か
に
乙
型
に
属
す
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
尊
下
畑
文
庫
の
如
上
物
語
も
、
こ
の
型
に
属
す
る
と

い
え
る
。
こ
れ
に
反
し
て
同
じ
事
実
を
次
郎
吉
が
物
語
つ
た
も
の
で
も
、
た
と

え
ば
漂
海
中
の
苦
辛
な
ど
が
生
々
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
次
郎
吉
物
語
は
、
甲

型
に
属
．
す
る
か
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
天
保
年
間
に
お
け
る
越
中
漂
民
の
事
蹟
は
、
甲
乙
両
種
の

漂
流
記
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
蕃
談
は
も
と
よ
り
漂
動
自
身
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
長
平

の
漂
流
日
記
や
彦
蔵
の
漂
流
記
と
ち
が
っ
て
い
る
。
ま
た
将
軍
や
藩
主
の
命
に
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よ
っ
て
記
さ
れ
た
い
わ
ば
公
撰
の
も
の
で
は
な
い
。
公
撰
で
な
い
と
い
う
点
で
、

桂
川
甫
周
の
北
嵯
聞
略
や
大
槻
玄
沢
の
環
海
異
聞
と
異
っ
て
い
る
。
ま
た
義
強

物
語
と
も
ち
が
う
。
そ
れ
は
当
路
者
の
取
調
べ
が
終
っ
た
後
、
直
接
漂
民
と
面

談
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
点
で
、
船
長
日
記
や
爾
海
紀
聞
な
ど

の
漂
流
記
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
面
談
の
日
数
が
五
六
日
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
点
で
は
、
環
海
異
聞
の
ご
と
く
四
十
日
に
及
ぶ
も
の
に
比
較
す
べ
く
も
な
い
。

し
か
し
翁
草
の
中
に
書
か
れ
た
遠
州
船
無
人
島
漂
着
物
語
の
よ
う
に
、
叉
聞
き

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
色
々
な
事
情
を
勘
案
す
る
と
き
、
漂
流
記

全
体
の
う
ち
に
占
む
べ
き
蕃
談
の
地
位
は
必
ず
し
も
低
い
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　
①
吉
睡
永
美
氏
、
漂
流
船
物
語
の
研
究
、
一
九
流
感
以
下
。

山A

　
次
に
一
言
し
た
い
の
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
漂
流
の
原
因
に
関
す
る
論
議

に
つ
い
て
で
あ
る
。
吉
岡
氏
は
、
鎖
国
時
代
に
漂
流
船
が
比
較
的
多
か
っ
た
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

由
に
つ
い
て
、
自
然
的
原
因
と
人
為
的
原
因
と
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
国

土
が
四
面
環
海
の
海
洋
国
で
あ
る
上
に
、
南
か
ら
は
暖
流
黒
潮
の
本
流
麦
流
が

北
上
し
来
り
、
北
方
か
ら
は
り
マ
ン
海
流
が
南
下
し
て
、
一
は
黒
潮
本
流
に
、

一
は
黒
潮
支
流
に
ぶ
つ
か
る
荒
海
に
と
り
ま
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
陸
上
は
、

出
と
川
　
と
が
交
錯
し
て
海
へ
の
曲
折
心
入
が
甚
し
く
、
多
湿
多
雨
で
風
雨
の
変

化
も
ま
た
複
雑
で
あ
る
。
冬
季
は
殊
に
西
風
北
風
が
は
げ
し
い
。
こ
れ
は
漂
流

船
を
多
か
ら
し
め
た
自
然
的
原
因
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
う
る
に
、
江
戸
幕
府
の
鎖
国
政
策
は
、
大
船
巨
船
の
製
造
を
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
、
科
学
的
航
海
術
の
発
達
を
抑
圧
阻
害
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、

寛
永
＋
二
（
一
六
三
五
）
年
士
再
、
爾
今
諸
大
名
百
姓
町
入
共
、
五
百
石
以
上

の
船
舶
を
建
造
し
て
は
な
ら
な
い
と
な
し
、
さ
ら
に
龍
骨
の
構
造
そ
の
他
造
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
要
部
に
つ
い
て
も
制
限
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
政
策
は
、
江

戸
蒔
代
に
漂
流
船
を
多
か
ら
し
め
た
人
為
的
原
因
を
な
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
長
沼
賢
慮
教
授
は
、
漂
流
の
人
為
的
原
因
の
う
ち
に
も
、
密
貿
易

の
意
図
を
も
つ
も
の
が
あ
っ
た
と
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
教
授

は
、
そ
の
鎖
国
時
代
に
お
け
る
海
外
発
展
と
題
す
る
論
説
の
な
か
で
、
漂
流
記

を
と
り
あ
げ
ら
れ
、
多
く
の
漂
流
記
の
う
ち
に
は
随
分
つ
じ
つ
ま
の
あ
わ
な
い

記
述
を
ふ
く
む
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
そ
こ
に
は
創
作
的
要
素
が
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
と
き
に
は
海
外
密
貿
易
者
が
漂
流
者
を
装
っ
た
場
合
が
あ
っ
た
ら
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
長
沼
教
授
の
こ
の
説
は
、
鮎
沢
信
太
郎
博
士
に
も
受
け
つ
が
れ
た
感

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
博
士
の
漂
流
と
い
う
書
物
に
は
、
鎖
国
時
代
の
海
外
発
展

と
い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
漂
流
に
関
す
る
記
録
は
、
多
く
の

場
合
明
ら
か
な
漂
流
民
で
あ
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
密
貿
易
に
出
て
漂
流
し
た
場
合
も
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
け
れ
ど
も
帰
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還
後
の
漂
民
の
口
書
が
ら
は
智
そ
の
間
の
真
相
が
語
ら
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
て
以
上
の
よ
う
な
漂
流
の
原
因
に
関
す
る
諸
説
を
前
提
に
し
て
、
具
体
的

に
蕃
談
の
長
者
丸
の
漂
出
原
因
に
つ
い
て
考
え
る
と
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
少
く

と
も
蕃
談
の
場
合
に
は
、
海
外
密
貿
易
者
の
漂
流
を
装
っ
た
ら
し
い
様
子
な
ど

は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
し
ん
ば
密
貿
易
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
帰
還
後
の
漂

民
の
口
書
き
か
ら
そ
の
意
図
を
検
出
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
、
鎖
国
の
当
時
と

し
て
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。
取
調
べ
の
陳
述
や
第
三
者
に
損
す
る
談
話
に
お
い

て
、
密
貿
易
の
意
図
を
睨
ら
か
に
す
る
の
は
、
漂
民
に
と
っ
て
自
纒
自
縛
の
結

果
を
も
た
ら
す
危
険
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
容
易

に
口
外
し
な
い
嘉
情
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
特
殊
事
情
を

前
提
と
し
、
こ
れ
を
崩
案
ず
る
と
し
て
も
、
な
お
か
つ
天
保
の
越
中
漂
属
の
場
、

合
に
、
密
貿
易
の
目
的
が
あ
っ
た
と
立
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
壁
糸
の
記

述
も
、
次
郎
吉
物
語
の
内
容
も
、
ほ
と
ん
ど
容
疑
の
余
地
な
く
、
主
と
し
て
自

然
的
原
因
に
基
づ
く
漂
流
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
。
従
っ
て
少
く
と
も
こ

の
場
合
は
、
密
貿
易
の
意
図
は
な
く
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
鎖
国
時
代
の
積
極
的
な

海
外
発
展
の
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
長
沼
教
授
5
5
＼
鮎
沢
博
士
の
い
わ
ゆ
る
密
貿
易
者
漂
流
説
は
、

一
般
的
な
想
像
と
し
て
成
立
す
る
に
す
ぎ
ず
、
少
く
と
も
天
保
越
中
漂
民
の
史

料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

①
　
吉
阿
永
田
X
氏
、
漂
流
船
…
物
翫
悶
の
研
究
、
五
〇
憎
貝
。

②
　
住
田
正
一
氏
、
日
本
海
法
史
、
下
巻
、
二
三
八
頁
。

③
通
航
一
覧
、
異
教
渡
海
の
部
、
渡
海
御
免
並
び
に
禁
糊
の
部
。

④
長
沼
賢
海
蛇
、
鎖
国
時
代
に
お
け
る
海
外
発
展
（
H
本
諸
挙
研
究
報
告
、

　
第
十
七
驚
、
歴
史
学
）

⑤
鮎
沢
信
太
郎
氏
、
漂
流
、
六
頁
。

七

　
最
後
に
附
言
し
た
い
の
は
、
帰
還
後
の
賊
民
の
消
息
に
関
し
て
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
は
、
ハ
リ
ス
の
通
訳
官
と
し
て

日
本
に
来
朝
し
た
。
ま
た
土
佐
の
中
浜
万
次
郎
は
、
帰
国
後
幕
府
の
御
瞥
請
格

に
列
し
、
万
延
元
（
～
八
六
〇
）
年
に
は
遣
米
使
節
新
見
正
興
に
従
っ
て
ア
メ

　
　
　
　
　
①

リ
カ
に
焦
し
た
。

　
か
く
て
彦
蔵
も
万
次
郎
も
と
も
に
、
幕
末
日
本
の
外
交
野
上
に
そ
の
名
を
と

ど
め
る
に
至
っ
た
。
伊
勢
の
光
太
夫
は
ゐ
ロ
シ
ア
使
節
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
の
エ
カ

テ
リ
ー
ナ
号
に
よ
っ
て
送
還
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
珍
奇
な
文
物
を
も
た
ら
し
た
の

み
な
ら
ず
、
幕
末
に
お
け
る
洋
学
者
の
集
会
に
も
列
席
し
て
、
日
本
で
は
じ
め

て
太
陽
暦
の
正
月
す
な
わ
ち
お
ら
ん
だ
正
月
を
祝
う
仲
間
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

彼
が
自
ら
書
い
た
ロ
シ
ア
文
字
は
、
い
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
和
談
の
越
中
漂
民
は
、
ハ
ワ
イ
と
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
と
シ
イ
ト

カ
に
流
寓
帰
国
し
た
。
漂
海
中
に
挙
挙
が
死
亡
し
、
船
頭
の
平
四
郎
も
ま
た
ハ
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ワ
イ
流
寓
中
に
病
残
し
た
。
生
き
な
が
ら
え
て
帰
国
し
た
数
名
の
、
そ
の
後
の

消
息
は
杏
と
し
て
定
か
で
な
い
。
た
だ
わ
ず
か
に
、
片
口
屋
七
左
衛
門
と
中
野

屋
金
蔵
の
そ
れ
が
多
少
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
と
て
も
七
左
衛
門
の

兄
嫁
が
組
預
け
に
な
る
と
か
、
金
蔵
が
塩
の
小
売
人
に
な
る
と
か
い
う
よ
う
な

次
第
で
あ
っ
て
、
か
の
彦
蔵
や
万
次
郎
や
光
太
夫
の
花
や
か
さ
に
比
較
し
て
、

い
か
に
も
乏
し
く
さ
び
し
い
愛
馬
し
か
得
ら
れ
な
い
。

　
寛
永
の
　
朝
嵐
流
者
竹
内
藤
右
衛
門
の
五
輪
の
墓
は
、
か
な
り
堂
々
た
る
も

の
が
福
井
欄
県
三
国
町
の
性
海
寺
に
あ
る
、
こ
の
墓
の
前
に
は
、
藤
右
衛
門
の
三

十
四
回
忌
に
当
っ
て
建
て
ら
れ
た
供
養
碑
も
現
存
し
て
い
る
。
督
乗
丸
の
船
頭

重
吉
が
建
て
た
遭
難
船
員
の
供
養
碑
は
、
い
ま
名
古
屋
の
製
糖
寺
の
境
内
に
あ

る
。
と
も
に
漂
流
者
の
菩
提
が
手
厚
く
弔
わ
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
反
し
て
、
天
保
越
中
漂
民
の
墓
も
供
養
碑
も
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か

で
な
い
。
わ
ず
か
に
帰
還
漂
民
を
慰
労
し
た
石
黒
屋
権
吉
の
奉
納
品
と
墓
と
が

北
海
の
ほ
と
り
の
水
橋
町
に
見
昂
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
思
え
ば
蕃
談
漂
民
帰
還
後
の
消
息
は
、
ま
こ
と
に
乏
し
く
わ
び
し
い
も
の
だ

と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
等
が
シ
イ
ト
カ
の
領
主
ア
ド
フ
カ
ル
ロ
ウ
イ
チ
か
ら

貰
っ
て
帰
っ
た
柱
時
計
は
、
い
ま
も
前
田
家
に
あ
る
も
の
か
ど
う
か
。
彼
等
に

関
す
る
ア
メ
リ
カ
側
ま
た
は
ソ
ヅ
イ
エ
ツ
ト
側
の
史
料
が
、
海
を
越
え
た
か
の

国
に
あ
る
も
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
ら
は
今
後
の
研
究
に
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
し
か
し
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
る
と
き
、
劇
談
漂
民
の
よ
う
な
史
料
の
乏
し
さ

は
、
数
多
い
江
戸
時
代
領
民
の
一
般
的
な
状
況
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
彦
蔵
や
万
次
郎
や
光
太
夫
の
よ
う
に
、
帰
團
後
史
上
に
光
彩
を
放
つ
に

至
る
の
は
、
む
し
ろ
特
殊
な
場
合
で
あ
っ
て
、
点
く
世
人
の
注
浸
を
あ
び
る
こ

と
も
な
く
、
辛
酸
を
な
め
た
身
の
生
涯
を
終
え
る
と
い
う
も
の
こ
そ
、
江
戸
時

代
漂
民
の
大
部
分
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
蕃
談
漂
民
は
、
名
も
な

き
民
の
漂
流
顛
末
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
一
面
花
や
か
な
彦
蔵
や
万
次
郎

や
光
太
夫
や
藤
右
衛
門
の
そ
れ
に
対
立
す
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
。

　
花
や
か
な
特
殊
の
反
面
に
、
地
昧
な
一
般
が
ひ
か
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
。
私
は
そ
う
考
え
な
が
ら
、
新
村
博
士
の
手
稿
本
日
本
漂
流
記
提
要
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
写
し
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
①
申
浜
東
一
郎
氏
、
中
浜
万
次
郎
伝
、
尾
佐
竹
猛
博
士
、
幕
末
外
交
物
語
、

　
　
繭
夷
駄
の
国
へ
等
山
参
照
。

　
②
　
北
嵯
聞
略
及
び
森
銑
三
氏
、
お
ら
ん
だ
正
月
等
参
照
。

　
③
こ
の
提
要
は
、
新
村
博
士
が
心
覚
え
の
手
控
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の

　
　
で
あ
る
が
、
私
は
か
つ
て
許
し
を
得
て
こ
れ
を
筆
写
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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